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本
稿
で
は
、
地
域
史
研
究
を
通
し
て
「
地
域
文
化
財
」
の
保
存
と
活
用
を
担
う
博
物
館
学
芸
員
の
立
場
か
ら
、
こ
こ
数
年
関
心
を
持
っ
て
い
る
「
土
木
文
化
財
」
を
テ
ー
マ
に
、
東
京
都
豊
島
区
立
郷
士
資
料
館
の
活
動
を
紹
介
し
つ
つ
、
そ
の
調
査
・
保
存
・
活
用
を
め
ぐ
る
問
題
を
考
え
て
み
た
い
。
こ
こ
で
い
う
「
地
域
文
化
財
」
と
は
、
地
域
の
歴
史
の
中
で
生
ま
れ
、
地
域
に
根
づ
い
た
文
化
財
の
こ
と
で
あ
り
、
文
化
財
保
護
法
に
い
う
歴
史
上
・
芸
術
上
・
学
術
上
価
値
の
高
い
も
の
に
限
ら
ず
、
「地域にとって価値あるもの」「地域の歴史・文化・生活を
知
る
う
え
で
必
要
不
可
欠
な
も
の
」
は
す
べ
て
地
域
文
化
財
で
あ
る
と
考
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
地
域
を
研
究
対
象
と
す
る
地
域
博
物
館
は
じ
め
に
法
政
史
学
第
五
十
二
号
近
代
「
土
木
文
化
財
」
と
地
域
史
研
究が
扱
う
「
博
物
館
資
料
」
も
ま
た
、
一
次
資
料
（
実
物
）
・
二
次
資
料
（
複
製
・
模
型
・
写
真
・
調
査
記
録
・
文
献
等
）
の
区
別
な
く
、
広
義
の
地
域
文
化
財
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
筆
者
が
「
土
木
文
化
財
」
に
関
心
を
も
っ
た
背
景
に
は
、
一
九
九
○
年
度
か
ら
文
化
庁
が
補
助
事
業
と
し
て
始
め
た
、
産
業
・
土
木
・
交
通
か
ら
な
る
「
近
代
化
遺
産
」
総
合
調
査
が
世
間
の
関
心
を
集
め
、
こ
れ
ま
で
「
文
化
財
」
と
し
て
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
近
代
資
料
の
評
価
が
徐
々
に
高
ま
っ
て
き
た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
「
文
化
財
」
の
登
録
・
指
定
を
前
提
と
し
た
こ
の
調
査
の
限
界
も
見
え
て
き
た
。
す
な
わ
ち
全
国
規
模
の
所
在
調
査
に
よ
っ
て
価
値
を
見
出
さ
れ
た
「
文
化
財
」
が
あ
る
一
方
、
国
や
都
道
府
県
の
評
価
・
選
別
に
よ
っ
て
切
り
捨
て
ら
れ
た
多
く
の
近
代
資
料
が
存
在
し
、
こ
れ
ら
に
地
域
の
視
点
か
ら
も
う
一
度
光
を
あ
て
、
地
域
文
化
財
と
し
て
の
価
横
山
恵
八
二
美
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値
を
見
い
だ
す
作
業
が
必
要
で
は
な
い
か
と
感
じ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
国
や
都
道
府
県
レ
ベ
ル
の
調
査
で
は
な
く
、
市
区
町
村
レ
ベ
ル
の
き
め
細
や
か
で
地
道
な
「
近
代
化
遺
産
」
の
掘
り
起
こ
し
が
必
要
だと考えた。
豊
島
区
の
場
合
、
「
産
業
」
分
野
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
四
年
度
に
筆
者
が
担
当
し
た
特
別
展
「
町
工
場
の
履
歴
書
」
に
よ
り
、
あ
る
程
度
の
成
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
た
が
、
同
時
に
地
域
の
都
市
化
・
工
業
化
の
問
題
を
考
え
る
う
え
で
必
要
不
可
欠
な
産
業
（
工
業
）
資
料
の
調
査
・
保
存
が
、
都
心
部
に
お
け
る
産
業
構
造
と
生
活
様
式
の
急
激
な
変
化
に
よ
り
、
非
常
に
困
難
な
状
況
に
あ
る
こ
と
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
。
一
方
「
産
業
」
と
関
係
の
深
い
「
土
木
・
交
通
」
分
野
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
地
域
文
化
財
と
い
う
視
点
か
ら
本
格
的
な
調
査
を
行
な
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
今
回
は
、
博
物
館
単
独
の
調
査
で
は
な
く
、
研
究
者
と
住
民
参
加
に
よ
る
「
文
化
財
」
さ
が
し
の
講
座
と
し
て
企
画
し
て
み
た
。
こ
こ
に
紹
介
す
る
活
動
は
、
「
土
木
文
化
財
」
と
い
う
い
わ
ば
”
足
元
の
文
化
財
〃
を
地
域
史
の
視
点
か
ら
さ
ぐ
る
試
み
で
あ
る
、
な
お
本
講
座
は
、
資
料
館
の
事
業
と
し
て
一
九
九
六
年
度
に
筆
者
が
担
当
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
本
稿
は
筆
者
の
個
人
的
見
解
で
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。
近
代
「
ｔ
木
文
化
財
」
と
地
域
史
研
究
（
枇
山
）
最
近
目
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
「
土
木
遺
産
」
と
い
う
用
語
は
、
普
段
、
何
の
変
哲
も
な
い
と
思
わ
れ
が
ち
な
土
木
施
設
が
、
私
た
ち
の
日
常
生
活
に
深
い
関
わ
り
を
持
ち
、
地
域
の
歴
史
を
語
り
か
け
る
「
文
化
財
」
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
言
葉
と
し
て
一
九
八
○
年
代
か
ら
使
わ
れ
始
め
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
、
土
木
学
会
に
よ
る
（１）
「
近
代
土
木
遺
産
」
の
全
国
調
査
や
、
「
土
木
遺
産
」
を
紹
介
し
た
一
般
向
け
の
本
も
多
く
出
版
さ
れ
、
ま
ち
づ
く
り
や
景
観
・
町
並
み
保
存
運
動
の
高
ま
り
と
と
も
に
、
専
門
家
だ
け
で
な
く
広
く
一
般
の
（２）
人
々
に
も
興
味
・
関
心
を
も
た
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
文
化
庁
に
よ
る
「
近
代
化
遺
産
」
調
査
の
場
合
、
江
戸
時
代
末
期
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
時
に
か
け
て
近
代
的
手
法
で
造
ら
れ
た
、
産
業
、
交
通
・
通
信
、
土
木
、
軍
事
、
教
育
・
文
化
に
関
わ
る
も
の
が
対
象
と
さ
れ
て
お
り
、
最
初
の
群
馬
県
の
調
査
で
は
、
土
木
構
造
物
に
取
水
口
・
ダ
ム
・
堰
堤
・
水
路
・
上
下
水
道
・
堤
防
・
水
（３）
門
・
地
下
施
設
・
防
波
堤
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
一方、土木学会が調査対象とする土木構造物としては、
①橋梁・洪渠（鉄道・道路・水路）、②ずい道（同）、③樋
門
・
閏
門
（
農
業
・
治
水
・
舟
運
・
発
電
）
、
④
堰
堤
（
砂
防
・
農
業
・
水
道
・
発
電
）
、
⑤
河
川
・
海
岸
構
造
物
（
堤
防
・
水
制
・
用
「土木文化財」とは
八
＝￣
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水
・
突
堤
・
防
波
堤
・
護
岸
・
灯
台
）
、
⑥
そ
の
他
（
濾
過
池
・
配
水
塔
・
公
園
）
、
⑦
建
屋
（
水
道
・
発
電
）
が
あ
り
、
土
木
学
会
で
は
「
交
通
」
も
「
土
木
」
の
一
分
野
に
含
め
て
調
査
対
象
を
広
げ
て
い
る
。
筆
者
も
基
本
的
に
は
こ
の
考
え
方
に
賛
成
で
あ
る
。
し
か
し
、
両
者
と
も
「
土
木
遺
産
」
と
い
う
場
合
、
現
存
す
る
土
木
構
造
物
を
対
象
と
し
て
お
り
、
遺
跡
や
遺
構
は
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
土
木
施
設
は
人
類
が
土
地
に
刻
ん
だ
歴
史
の
痕
跡
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
考
古
学
が
扱
う
遺
跡
や
遺
構
も
当
然
含
め
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
遺
構
や
構
造
物
に
関
す
る
史
資
料
１
１
古
文
書
・
絵
図
・
設
計
図
面
・
工
事
資
料
・
写
真
・
報
告
書
・
文
献
・
出
土
遺
物
・
原
材
料
・
道
具
・
機
械
記
念
碑
な
ど
ｌ
や
、
土
木
技
術
（
工
法
）
、
工
事
に
関
わ
っ
た
設
計
者
・
技
術
者
の
話
、
地
域
に
残
る
伝
承
や
地
元
住
民
の
思
い
出
話
な
ど
の
”
情
報
“
が
、
「
遺
産
」
か
ら
見
落
と
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
「
土
木
遺
産
」
を
地
域
文
化
財
と
し
て
考
え
る
場
合
、
遺
構
や
構
造
物
本
体
（
ハ
ー
ド
）
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
史
資
料
や
技
術
・
情
報
（
ソ
フ
ト
）
も
ま
た
、
等
し
く
貴
重
な
文
化
財
と
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
土
木
資
料
を
よ
り
広
く
捉
え
る
必
要
か
ら
、
筆
者
は
こ
れ
ら
を
す
べ
て
あ
わ
せ
て
「
土
木
文
化
財
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
。
な
お
本
稿
で
は
、
筆
者
の
専
攻
（
近
代
史
）
か
ら
近
代
の
「
土
木
法
政
史
学
第
五
十
二
号
地
域
博
物
館
は
、
地
域
資
料
の
収
集
・
調
査
研
究
を
行
な
う
機
関
で
あ
る
が
、
収
蔵
庫
に
保
管
可
能
な
資
料
だ
け
を
対
象
と
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
自
然
や
景
観
、
遺
跡
、
構
造
物
な
ど
を
ふ
く
む
「
地
域
」
全
体
を
調
査
対
象
と
し
て
い
る
。
資
料
館
で
は
一
九
八
四
年
の
開
館
以
来
”
そ
と
に
出
る
博
物
館
〃
を
掲
げ
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
主
体
と
し
た
地
域
史
講
座
を
毎
年
開
催
し
、
こ
れ
ま
で
谷
端
川
・
干
川
上
水
・
鎌
倉
街
道
・
中
山
道
・
戦
跡
・
区
境
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
地
域
を
“
再
発
見
〃
す
る
試
み
を
続
け
て
き
た
。
今
回
、
地
域
史
講
座
で
「
土
木
文
化
財
」
を
と
り
あ
げ
た
直
接
の
き
っ
か
け
は
、
伊
東
孝
氏
の
『
東
京
再
発
見
ｌ
土
木
遺
産
は
語
る
』
を
読
み
、
地
域
の
「
土
木
文
化
財
」
を
発
見
す
る
面
白
さ
を
知
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
資
料
館
で
は
こ
れ
ま
で
”
失
わ
れ
た
景
観
シ
リ
ー
ズ
〃
と
銘
打
っ
て
「
都
市
化
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
特
別
展
を
開
催
し
て
き
た
が
、
都
市
計
画
や
ま
ち
づ
く
り
の
視
点
か
ら
地
域
の
歴
史
を
み
て
い
く
姿
勢
に
欠
け
て
い
た
こ
と
に
気
づ
い
た
。
土
地
開
発
や
道
路
・
橋
・
ト
ン
ネ
ル
・
鉄
道
・
上
下
水
道
な
ど
の
社
会
基
盤
文
化
財
」
の
問
題
に
絞
っ
て
考
え
る
こ
と
と
す
る
が
、
遺
跡
や
遺
構
の
調
査
・
保
存
の
問
題
に
つ
い
て
は
筆
者
の
能
力
の
範
囲
を
こ
え
て
お
り
、
他
日
の
議
論
に
委
ね
た
い
。
一
一
「
土
木
文
化
財
」
調
査
の
必
要
性
八
四
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施
設
の
整
備
が
都
市
計
画
の
な
か
で
ど
の
よ
う
に
決
め
ら
れ
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
行
な
わ
れ
た
の
か
、
そ
れ
が
地
域
社
会
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
と
い
っ
た
問
題
は
、
地
元
に
関
係
文
書
や
図
面
等
の
資
料
が
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
少
な
く
、
実
態
は
ほ
と
ん
ど
わ
か
ら
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
自
治
体
史
な
ど
で
は
、
河
川
・
用
水
・
鉄
道
・
橋
梁
・
ダ
ム
な
ど
の
大
工
事
や
大
規
模
な
宅
地
開
発
・
工
場
誘
致
な
ど
、
地
域
に
と
っ
て
大
き
な
事
件
や
社
会
問
題
に
つ
い
て
は
公
文
書
等
を
使
っ
て
詳
し
く
取
り
上
げ
て
い
る
場
合
も
あ
る
が
、
地
域
開
発
の
具
体
的
様
子
や
景
観
の
変
遷
な
ど
に
つ
い
て
は
、
年
表
や
地
図
・
写
真
、
古
老
の
話
な
ど
で
簡
単
に
記
し
て
い
る
場
合
が
少
な
く
な
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
地
域
史
研
究
に
お
い
て
地
域
の
成
り
立
ち
や
都
市
化
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
う
え
で
基
礎
と
な
る
都
市
計
画
や
土
木
史
な
ど
の
研
究
が
立
ち
遅
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
逆
に
い
え
ば
、
こ
れ
ま
で
歴
史
研
究
者
の
間
に
「
土
木
文
化
財
」
の
存
在
や
、
そ
れ
を
調
査
・
保
存
す
る
必
要
性
が
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
地
域
の
「
近
代
化
」
「
都
市
化
」
の
具
体
的
様
相
や
そ
の
過
程
で
生
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
課
題
を
解
明
す
る
た
め
に
は
、
従
来
の
文
書
資
料
中
心
の
歴
史
学
や
、
民
俗
学
・
地
理
学
的
調
査
に
加
え
て
、
考
古
学
や
建
築
史
、
都
市
計
画
史
、
土
木
史
の
視
点
か
ら
の
調
査
研
究
が
必
要
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
「
土
木
文
化
財
」
近
代
「
し
木
文
化
財
」
と
地
域
史
研
究
（
桃
山
）
「
土
木
文
化
財
」
は
、
構
造
物
だ
け
を
と
っ
て
み
て
も
種
類
や
用
途
が
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
ま
た
「
土
木
」
と
い
う
と
一
般
に
は
固
く
て
馴
染
み
に
く
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。
そ
こ
で
講
座
で
は
生
活
に
身
近
な
下
水
道
・
橋
・
鉄
道
を
中
心
に
と
り
あ
げ
、
入
門
講
座
と
現
地
見
学
を
組
み
合
わ
せ
て
理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
に
し
た
。
構
造
物
の
調
査
は
、
講
師
を
お
願
い
し
た
建
築
史
・
土
木
史
の
研
究
者
や
技
術
者
の
協
力
を
得
て
行
な
い
、
現
地
調
査
を
も
と
に
見
学
コ
ー
ス
を
選
定
し
た
。
現
用
施
設
の
場
合
、
管
理
者
が
区
土
木
部
の
ほ
か
東
京
都
水
道
局
・
下
水
道
局
・
交
通
局
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
な
ど
多
方
面
に
わ
た
り
、
し
か
も
行
政
区
画
を
横
断
し
て
い
る
場
合
が
多
い
た
め
、
関
係
部
署
や
隣
接
地
域
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
橋
梁
台
帳
や
設
計
図
面
・
写
真
・
工
事
報
告
書
な
ど
の
資
料
収
集
や
、
区
史
編
纂
は
、
地
域
の
歴
史
研
究
に
新
た
な
視
点
や
手
が
か
り
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
調
査
・
保
存
は
地
域
博
物
館
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
の
一
つ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
資
料
館
で
は
、
江
戸
・
東
京
の
都
市
計
画
や
ま
ち
づ
く
り
の
歴
史
を
学
び
、
区
内
に
残
る
「
土
木
文
化
財
」
の
探
索
を
と
お
し
て
、
地
域
住
民
に
も
広
く
「
土
木
文
化
財
」
の
存
在
と
そ
の
調
査
・
保
存
の
意
義
を
知
っ
て
も
ら
う
講
座
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
。
’一一地域史講座「江戸・東京のまちづくりを探る」
八
五
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時
に
行
な
っ
た
工
事
関
係
者
や
地
元
住
民
か
ら
の
聞
き
取
り
調
査
の
追
加
調
査
を
行
な
い
、
情
報
収
集
に
努
め
た
。Ｉ 法政史学第五十二号
講
座
の
内
容
を
み
て
わ
か
る
よ
う
に
、
都
市
計
画
や
ま
ち
づ
く
り
の
歴
史
を
概
観
す
る
に
は
、
い
き
な
り
近
代
か
ら
始
め
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
以
前
の
歴
史
的
変
遷
を
み
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
Ⅲ
と
②
で
は
、
中
世
か
ら
近
世
に
お
け
る
江
戸
と
そ
の
近
郊
（
豊
島
区
域
）
の
土
地
開
発
と
都
市
計
画
に
つ
い
て
建
築
史
と
考
古
学
の
研
究
成
果
を
も
と
に
概
観
し
、
③
～
㈹
で
は
、
主
に
近
代
の
土
木
構
造
物
を
中
心
に
、
東
京
と
豊
島
区
域
の
社
会
基
盤
整
備
の
変
遷
を
都
市
化
と
の
関
連
か
ら
具
体
的
に
み
て
い
く
こ
と
に
し
た
。
講
座
に
は
定
員
の
五
○
名
を
こ
え
る
応
募
が
あ
っ
た
。
参
加
の
理
由
を
み
る
と
「
地
域
の
こ
と
を
知
る
た
め
に
、
そ
の
成
り
立
ち
を
知
りたかった」、「住みやすい街づくりに興味があった」、「昔
の都市計画について勉強したいから」、「土木の視点という
特
色
に
興
味
を
感
じ
た
」
、
「
震
災
・
戦
災
禍
に
あ
い
な
が
ら
も
、
ど
れ
程
私
達
の
身
の
回
り
に
そ
の
遺
産
が
残
さ
れ
て
い
る
か
、
学
習
を
通
し
て
自
分
の
目
で
確
認
し
た
か
っ
た
」
な
ど
、
住
民
の
「
土
木
」
へ
の
関
心
が
予
想
以
上
に
高
い
こ
と
に
驚
い
た
。
ま
た
一
八
歳
～
七
六
歳
の
幅
広
い
年
齢
層
の
参
加
が
あ
り
、
資
料
館
の
講
座
と
し
て
は
比
較
的
若
い
世
代
の
参
加
が
目
立
っ
た
（
平
均
五
五
・
六
歳
）
。
講
座
の
詳
細
は
紙
面
の
都
合
か
ら
割
愛
し
、
こ
こ
で
は
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。
「
川
・
下
水
道
」
編
で
は
、
講
師
が
江
戸
期
の
下
水
を
概
説
し
た
後
、
区
内
に
か
つ
て
流
れ
て
い
た
八
一レ
ノ、
ﾌ戸－マ 講師
(1) 入門講座①
江戸のまちづくり－失われた空間を読む
千葉大学工学部教授
玉井哲雄氏
(2)
豊島区探訪①
遺跡にみる江戸近郊一豊島区の発掘調査成果から
豊島区文化財係学芸員
橋口定志氏
(3)
入門講座②
江戸・東京の下水道
東京都下水道局、日本下水
文化研究会栗田彰氏
(4) 豊島区探訪②フィールドワーク｢111.下水道｣編
豊島区内の下水道について
同上栗田彰氏
資料館学芸員横山恵美
(5)
入門講座③
東京の都市計画と土木遺産
日本大学理工学部教授
伊東孝氏
(6)
豊島区探訪③フィールドワーク｢橋・トンネル｣編
豊島区の近代土木遺産一山手線を巡る歴史的建造物
ＪＲ東日本東京構造物検査
センター贄田秀世氏
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弦
巻
川
・
谷
端
川
な
ど
が
、
昭
和
初
年
の
東
京
都
市
計
画
事
業
の
下
水
道
工
事
に
よ
り
次
々
と
暗
渠
化
さ
れ
、
雑
司
ケ
谷
幹
線
・
谷
端
川
幹
線
な
ど
に
変
わ
っ
た
経
緯
を
資
料
や
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
見
た
。
〈
見
学
コ
ー
ス
・
約
二
時
間
〉
…
旧
高
田
町
下
水
道
マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
（
昭
和
初
年
）
↓
鶴
巻
川
暗
渠
記
念
碑
（
大
鳥
神
社
境
内
一
昭
和
七
年
高
田
町
建
立
。
下
水
道
事
業
が
町
の
一
大
事
業
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
資
料
）
↓
曲
が
り
く
ね
っ
た
道
（
旧
鶴
巻
川
・
現
雑
司
ケ
谷
幹
線
）
↓
石
橋
記
念
供
養
塔
（
享
保
一
八
年
建
立
）
↓
旧
町
時
代
の
マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
（
東
京
都
下
水
道
局
雑
司
ヶ
谷
庁
舎
に
蓋
が
六
個
保
存
）
↓
永
井
久
一
郎
墓
碑
（
雑
司
ケ
谷
霊
園
、
永
井
荷
風
の
父
。
明
治
一
七
年
に
上
下
水
調
査
の
た
め
渡
欧
し
、
衛
生
思
想
の
普
及
に
貢
献
。
）
↓
巣
鴨
町
下
水
道
マ
ン
ホ
ー
ル
の
蓋
（
昭
和
初
年
）
↓
旧
中
山
道
近
く
の
境
堀
・
排
水
路
跡
「
橋
・
ト
ン
ネ
ル
」
編
で
は
、
講
師
が
鉄
道
土
木
技
術
と
山
手
線
の
歴
史
、
土
木
材
料
や
鉄
道
レ
ー
ル
の
変
遷
を
概
説
し
、
山
手
線
を
め
ぐ
る
近
代
の
土
木
構
造
物
の
特
徴
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
〈
見
学
コ
ー
ス
・
約
二
時
間
〉
…
長
崎
道
踏
切
（
池
袋
ｌ
目
白
間
の
踏
切
。
「
長
崎
道
」
は
か
っ
て
蔬
菜
を
運
ん
だ
生
活
道
路
。
立
体
交
差
す
る
西
武
鉄
道
池
袋
線
跨
線
橋
の
煉
瓦
造
の
橋
脚
は
大
正
四
年
築
。
）↓ＪＲ目白駅と高田跨線道路橋（通称目白橋。鉄筋コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
で
大
正
一
二
年
架
設
。
鋳
物
造
の
欄
干
が
残
る
。
）
近
代
「
土
木
文
化
財
」
と
地
域
史
研
究
（
枇
山
）
↓
山
手
線
の
切
士
・
盛
土
の
様
子
を
観
察
↓
江
戸
橋
跨
線
道
路
橋
と
染
井
橋
跨
線
道
路
橋
（
大
正
一
四
年
山
手
貨
物
線
増
時
に
架
設
さ
れ
た
同
型
の
橋
。
鉄
桁
を
転
用
し
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
巻
き
付
け
た
珍
し
い
工
法
。
）
↓
旧
駒
込
橋
（
大
正
一
二
年
架
設
。
住
民
の
要
望
で
駒込駅北口に欄干の一部が移築保存。目白橋とは兄弟橋。）
↓
旧
山
手
ず
い
道
（
駒
込
ｌ
田
端
問
の
煉
瓦
造
ト
ン
ネ
ル
。
明
治
三
六
年
建
設
。
上
部
分
を
残
し
て
埋
没
。
）
↓
大
塚
架
道
橋
（
大
塚
駅
脇
の
旧
谷
端
川
に
架
か
ろ
。
橋
台
は
明
治
三
五
年
の
煉
瓦
石
造
と
、
大
正
二
年
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・
化
粧
煉
瓦
か
ら
な
る
。
）
以
上
の
見
学
コ
ー
ス
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
豊
島
区
で
は
大
規
模
な
土
地
開
発
や
国
家
的
大
事
業
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
「
最
初
」
「
最
大
」
と
い
っ
た
国
や
都
レ
ベ
ル
の
注
目
さ
れ
る
土
木
施
設
は
な
い
が
、
発
掘
調
査
で
発
見
さ
れ
た
近
世
の
境
堀
や
下
水
な
ど
の
遺
構
や
、
日
常
何
気
な
く
使
っ
て
い
る
鉄
道
や
下
水
道
な
ど
が
、
地
域
の
成
り
立
ち
を
知
る
う
え
で
貴
重
な
「
地
域
文
化
財
」
と
な
り
う
る
こ
と
を
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
見
学
の
途
中
で
は
、
参
加
者
が
暗
渠
前
の
川
の
思
い
出
を
語
っ
た
り
、
橋
に
関
す
る
情
報
を
寄
せ
た
り
と
、
地
域
の
「
土
木
文
化
財
」
を
と
も
に
”
発
見
す
る
楽
し
み
〃
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
貴
重
な
経
験
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
と
同
時
に
、
戦
災
と
戦
後
の
急
激
な
復
興
事
業
、
さ
ら
に
こ
こ
一
○
年
余
り
の
都
市
再
開
発
に
よ
り
、
区
内
に
は
明
治
期
八
七
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以
前
の
景
観
や
「
土
木
文
化
財
」
が
ほ
と
ん
ど
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
す
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
参
加
者
の
感
想
を
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
み
る
と
、
「
下
水
の
話
は
江
戸
の
話
か
ら
現
在
ま
で
連
続
性
が
あ
り
、
単
に
歴
史
に
と
ど
ま
ら
ず
環
境
問
題
ま
で
お
話
く
だ
さ
っ
た
の
は
良
か
っ
た
」
、
「
講
師
に
現
場
で
実
際
に
従
事
し
て
い
る
人
が
入
っ
て
い
た
の
は
よ
い
」
、
「
建
物
や
遺
跡
な
ど
は
前
か
ら
興
味
が
あ
っ
た
が
、
下
水
道
の
事
は
初
め
て
目
を
開
か
さ
れ
た
感
じ
で
す
。
身
近
な
こ
と
に
も
関
心
が
も
て
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
」
、
「
都
市
づ
く
り
に
土
木
工
事
は
大
事
な
仕
事
と
は
思
い
な
が
ら
、
日
常
生
活
の
中
で
は
き
ち
ん
と
と
ら
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
」
、
「
”
地
域
史
〃
と
い
う
学
習
に
つ
い
て
、
こ
れ
ほ
ど
に
も
沢
山
の
視
座
が
あ
る
も
の
か
と
驚
い
て
い
ま
す
」
、
「
人
の
歴
史
は
よ
く
読
む
が
、
土
地
や
町
の
歴
史
は
よ
く
知
ら
な
い
。
今
回
を
機
会
に
学
ん
で
い
き
た
い
」
な
ど
概
ね
好
評
を
得
た
。
ま
た
講
座
終
了
後
に
区
内
の
橋
を
調
べ
て
ま
と
め
た
人
も
お
り
、
地
域
の
身
近
な
問
題
を
「
土
木
文
化
財
」
か
ら
考
え
る
一
つ
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
の
一
方
で
、
「
今
回
の
講
座
に
は
そ
こ
に
居
住
し
、
生
活
し
て
い
た
は
ず
の
人
々
が
あ
ま
り
）
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た」、「上水道（荒玉水道）の話も聞きたかった」、「消えて
し
ま
っ
た
町
名
の
由
来
や
旧
道
と
現
在
の
道
と
の
関
係
に
つ
い
て
知
法
政
史
学
第
五
十
こ
り
り
た
い
」
な
ど
の
声
も
あ
り
、
地
域
住
民
の
指
摘
か
ら
学
ん
だ
り
反
省
す
る
点
も
多
か
っ
た
。
今
回
の
講
座
で
は
「
土
木
文
化
財
」
の
一
部
し
か
取
り
上
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
例
え
ば
豊
島
区
に
は
山
手
線
の
ほ
か
に
都
電
荒
川
線
、
西
武
池
袋
線
、
東
武
東
上
線
が
通
っ
て
お
り
、
都
心
部
に
は
珍
し
く
五
○
以
上
の
踏
切
が
あ
る
。
ま
た
道
（
坂
）
、
橋
、
踏
切
な
ど
の
名
称
・
通
称
は
、
地
名
や
伝
承
か
ら
と
っ
て
い
る
場
合
が
多
く
、
こ
れ
ら
も
土
地
の
歴
史
を
語
る
「
土
木
文
化
財
」
で
あ
る
。
構
造
物
の
調
査
だ
け
で
な
く
、
名
称
の
由
来
や
時
代
背
景
、
住
民
生
活
と
の
関
わ
り
と
い
っ
た
部
分
も
あ
わ
せ
て
今
後
継
続
的
に
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
て
い
る
。
ま
た
筆
者
に
と
っ
て
今
回
の
講
座
は
、
近
代
の
土
木
構
造
物
が
絶
え
ず
存
続
の
危
機
に
立
た
さ
れ
て
い
る
現
実
に
直
面
す
る
機
会
で
も
あ
っ
た
。
見
学
し
た
目
白
橋
や
江
戸
橋
は
そ
の
後
、
駅
前
開
発
や
老
朽
化
の
た
め
架
け
替
え
工
事
で
撤
去
さ
れ
、
ま
た
染
井
橋
の
架
け
替
え
と
長
崎
道
踏
切
の
横
断
橋
設
置
も
す
で
に
決
定
し
て
お
り
、
今
回
の
講
座
は
山
手
線
の
「
土
木
文
化
財
」
さ
が
し
の
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
っ
た
。
「
土
木
文
化
財
」
に
対
す
る
評
価
や
世
間
一
般
の
認
識
は
ま
だ
ま
だ
低
く
、
今
回
の
小
さ
な
試
み
で
は
山
手
線
の
「
土
木
文
化
財
」
を
保
存
す
る
原
動
力
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
今
後
「
土
木
文
化
財
」
の
調
査
と
普
及
活
動
を
継
続
的
に
行
な
う
こ
と
で
、
地
域
住
民
の
問
に
保
存
の
意
識
を
広
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
八
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以
上
、
講
座
の
成
果
と
課
題
に
つ
い
て
み
て
き
た
が
、
最
後
に
近
代
の
「
土
木
文
化
財
」
を
め
ぐ
る
課
題
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。
ま
ず
調
査
に
つ
い
て
は
、
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
「
近
代
化
遺
産
」
総
合
調
査
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
構
造
物
中
心
の
科
学
技
術
史
的
な
側
面
だ
け
で
な
く
、
都
市
計
画
や
ま
ち
づ
く
り
、
あ
る
い
は
地
域
の
都
市
化
の
中
で
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
し
て
き
た
の
か
、
そ
の
計
画
か
ら
設
計
・
工
事
に
い
た
る
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
や
、
工
事
に
関
わ
っ
た
土
木
技
術
者
や
地
元
住
民
の
関
係
な
ど
、
地
域
史
の
視
点
で
調
査
を
行
な
う
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
る
。
こ
れ
ま
で
近
代
史
研
究
の
な
か
で
、
河
川
や
用
水
、
鉄
道
な
ど
の
個
別
研
究
は
あ
っ
て
も
、
土
地
開
発
や
社
会
基
盤
整
備
の
変
遷
を
総
合
的
に
研
究
す
る
こ
と
は
少
な
く
、
こ
の
分
野
の
研
究
蓄
積
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。
今
後
地
域
史
研
究
を
進
め
て
い
く
上
で
、
近
代
史
研
究
者
は
「
地
域
」
の
基
礎
的
研
究
に
も
っ
と
力
幸
い
な
こ
と
に
、
目
白
橋
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
講
座
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
管
理
者
の
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
東
京
都
の
協
力
に
よ
り
欄
干
の
一
部
を
豊
島
区
で
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
、
将
来
移
築
復
元
す
る
道
が
開
け
た
こ
と
は
、
豊
島
区
の
「
土
木
文
化
財
」
の
保
存
・
活
用
に
む
け
て
貴
重
な
一
歩
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
四
近
代
「
土
木
文
化
財
」
を
め
ぐ
る
課
題
近
代
「
上
木
文
化
財
」
と
地
域
史
研
究
（
桃
山
）
（４）
を
入
れ
る
必
要
が
あ
ァ
ｏ
だ
ろ
う
。
特
に
近
代
以
降
の
経
済
効
率
優
先
の
地
域
開
発
事
業
は
、
開
発
者
側
と
地
域
住
民
と
の
紛
争
や
、
自
然
破
壊
・
公
害
な
ど
の
環
境
・
社
会
問
題
と
切
り
離
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
が
多
く
、
時
代
背
景
や
歴
史
的
経
緯
を
ふ
ま
え
た
研
究
が
よ
り
一
層
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
今
後
の
「
土
木
文
化
財
」
調
査
の
あ
り
方
と
し
て
は
、
具
体
的
な
調
査
方
法
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、
文
献
史
学
・
建
築
史
・
土
木
史
・
地
理
学
・
民
俗
学
の
研
究
者
と
土
木
技
術
者
と
の
共
同
調
査
が
望
ま
し
い
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
と
の
連
携
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
豊
島
区
で
は
、
早
く
か
ら
近
代
も
調
査
対
象
に
含
め
た
発
掘
調
査
を
行
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
煉
瓦
造
の
工
場
の
基
礎
部
分
や
防
空
壕
の
記
録
調
査
を
は
じ
め
、
煉
瓦
・
土
管
、
生
活
資
料
な
ど
近
代
の
出
土
遺
物
の
一
部
を
保
存
し
、
資
料
館
の
展
示
に
も
活
用
し
て
き
た
。
近
年
、
旧
新
橋
停
車
場
跡
の
発
掘
調
査
が
大
き
な
注
目
を
浴
び
た
よ
う
に
、
近
代
の
遺
跡
の
発
掘
調
査
は
地
域
の
近
代
史
研
究
に
新
た
な
資
料
や
情
報
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
り
、
よ
り
豊
か
な
地
域
史
像
の
解
明
に
大
き
な
役
割
を
果
た
す
も
の
と
考
え
る
。
限
ら
れ
た
時
間
と
厳
し
い
予
算
の
な
か
で
近
代
遺
跡
を
調
査
対
象
と
す
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
な
状
況
に
あ
る
が
、
今
後
考
古
学
研
究
者
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
近
代
の
「
土
木
文
化
財
」
の
発
掘
調
（５）
査
と
保
存
の
可
能
性
を
探
っ
て
い
く
こ
し
」
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
八
九
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そ
し
て
地
域
博
物
館
と
し
て
は
、
隣
接
地
域
や
土
木
関
係
部
署
と
の
情
報
・
資
料
交
換
や
、
地
域
の
定
点
観
測
（
撮
影
）
な
ど
の
景
観
調
査
を
行
な
い
、
基
礎
デ
ー
タ
や
資
料
の
収
集
・
整
理
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
共
同
調
査
・
研
究
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
成
果
は
互
い
に
共
有
化
し
、
地
域
住
民
に
公
開
・
利
用
で
き
る
体
制
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
で
あ
ろ
う
。
ま
た
近
代
「
土
木
文
化
財
」
の
保
存
に
つ
い
て
は
、
伊
東
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
土
木
構
造
物
固
有
の
問
題
が
あ
る
。
①
都
市
開
発
や
技
術
革
新
で
、
古
く
な
っ
た
土
木
構
造
物
は
次
々
と
ス
ク
ラ
ッ
プ
化
さ
れ
る
運
命
に
あ
る
。
②
現
用
の
土
木
構
造
物
は
、
維
持
管
理
の
た
め
常
に
補
修
と
改
変
が
行
な
わ
れ
、
原
形
を
と
ど
め
て
い
る
も
の
が
少
な
い
。
③
老
朽
化
や
、
交
通
あ
る
い
は
防
災
上
の
問
題
か
ら
緊
急
に
取
り
壊
す
必
要
に
迫
ら
れ
、
現
地
で
の
保
存
が
困
難
な
場
合
が
多
い
。
④
大
規
模
な
構
造
物
が
多
く
、
道
路
や
河
川
な
ど
の
よ
う
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
移
動
や
移
設
（６）
が
困
難
で
あ
る
と
い
っ
た
問
題
で
あ
る
。
理
想
的
な
方
法
は
、
遺
構
や
構
造
物
を
「
文
化
財
」
に
登
録
・
指
定
し
て
現
地
保
存
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
「
何
を
保
存
す
る
の
か
」
と
い
う
評
価
基
準
や
選
定
方
法
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
に
全
国
一
律
の
基
準
を
設
け
る
こ
と
は
あ
ま
り
意
味
が
な
く
、
む
し
ろ
各
地
域
が
各
々
の
特
性
を
生
か
し
た
基
準
を
作
壮
政
史
蛾
節
バ
ー
上
川
び
ればよいと考える。また保存方法には「原形」「復原」「復
元
」
「
復
旧
整
備
」
「
再
現
」
「
複
製
」
「
形
態
模
写
」
な
ど
が
あ
（７）
る
が
、
村
松
貞
次
郎
氏
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
構
造
物
単
体
で
は
な
く
、
関
連
施
設
や
関
係
資
料
・
技
術
・
情
報
を
も
含
め
た
シ
ス
テ
（８）
ム
全
体
を
保
存
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。
馬
塲
俊
介
氏
は
、
土
木
遺
産
の
残
し
方
と
し
て
最
悪
な
の
が
二
部保存」であるとし、橋や水門の一部を切り取ってきて、
現
地
に
残
し
た
り
、
公
園
内
に
移
築
し
て
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
し
よ
う
（９）
と
す
る
も
の
で
、
厳
に
戒
む
く
き
行
為
で
あ
る
と
批
判
し
て
い
る
。
確
か
に
構
造
物
や
遺
構
の
一
部
を
切
り
取
っ
て
「
保
存
し
た
」
と
自
己
満
足
に
浸
る
だ
け
な
ら
馬
塲
氏
の
指
摘
は
も
っ
と
も
で
あ
る
が
、
文
化
財
と
し
て
の
歴
史
的
価
値
と
構
造
物
本
来
の
機
能
・
役
割
を
正
し
く
後
世
に
伝
え
て
い
く
努
力
と
工
夫
を
す
る
な
ら
ば
、
た
と
え
一
部
で
あ
っ
て
も
実
物
を
残
す
こ
と
は
意
義
あ
る
こ
と
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
そ
れ
を
す
べ
て
否
定
し
て
し
ま
う
と
、
土
木
構
造
物
の
多
く
は
保
存
の
道
が
閉
ざ
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る。逆
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
、
活
用
の
あ
り
方
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
土
木
学
会
で
は
「
土
木
遺
産
」
の
活
用
方
法
と
し
て
「核施設化」「博物館化」「公園化」「修景」「日常使用」な
（Ⅲ）
ど
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
地
環
境
や
保
存
状
態
に
応
じ
て
九
○
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最
善
の
方
法
を
検
討
す
べ
き
で
あ
る
が
、
解
説
板
を
設
置
し
た
り
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
す
る
「
修
景
」
が
従
来
の
一
般
的
な
活
用
方
法
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
最
近
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
お
こ
し
の
核
と
し
て
「
土
木
遺
産
」
が
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
的
に
使
わ
れ
る
「
核
施
設
化
」
や
、
テ
ー
マ
パ
ー
ク
な
ど
の
観
光
施
設
の
目
玉
に
利
用
さ
れ
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
れ
は
「
土
木
遺
産
」
に
限
ら
ず
、
「
産
業
遺
産
」
な
ど
の
「
近
代
化
遺
産
」
全
般
に
見
ら
れ
（Ⅱ）
る現象でもある。
そ
れ
ら
を
す
べ
て
否
定
す
る
つ
も
り
は
な
い
が
、
文
化
財
を
「
活
用
し
な
が
ら
保
存
す
る
」
の
で
は
な
く
、
地
域
活
性
化
の
起
爆
剤
と
し
て
た
だ
「
利
用
す
る
」
だ
け
な
ら
ば
、
逆
に
「
文
化
財
」
と
し
て
の
価
値
が
人
々
に
正
し
く
伝
わ
ら
な
い
ば
か
り
か
、
一
時
の
ブ
ー
ム
が
去
っ
て
観
光
施
設
が
経
営
困
難
に
陥
っ
た
場
合
、
文
化
財
の
保
存
が
危
機
に
直
面
す
る
事
態
も
生
じ
か
ね
な
い
。
「
土
木
文
化
財
」
の
「
観
光
施
設
化
」
は
一
時
的
な
経
済
効
果
を
期
待
す
る
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ
う
が
、
長
い
目
で
見
た
時
、
果
し
て
文
化
財
の
保
存
・
活
用
に
と
っ
て
最
善
の
方
法
な
の
か
見
極
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
大
切
な
こ
と
は
、
行
政
と
地
域
住
民
の
双
方
が
、
文
化
財
を
「
保
存
あ
る
い
は
復
元
作
業
に
お
い
て
歴
史
的
に
よ
り
意
義
の
あ
る
形
で
（吃）
残」し、後世に引き継いでいくという共通認識をもつ一」と
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
役
割
の
一
端
を
担
う
の
が
地
域
博
物
館
で
近
代
「
土
木
文
化
財
」
と
地
域
史
研
究
（
枇
山
）
本
稿
で
は
、
博
物
館
活
動
を
通
し
て
「
土
木
文
化
財
」
の
調
査
・
保
存
・
活
用
の
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
。
今
回
の
講
座
は
単
発
的
な
も
の
で
あ
り
、
継
続
事
業
と
し
て
定
着
し
て
い
な
い
点
で
、
多
く
の
課
題
や
限
界
が
あ
る
こ
と
は
十
分
承
知
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
”
足
元
の
文
化
財
〃
を
掘
り
起
こ
す
地
道
な
研
究
活
動
が
、
地
域
の
歴
史
像
を
よ
り
一
層
豊
か
な
も
の
と
し
、
住
民
が
身
近
な
地
域
課
題
に
関
心
を
も
つ
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
、
講
座
を
通
し
て
再
確
認
で
き
た
こ
と
だ
け
は
強
調
し
て
お
き
た
い
。
今
後
も
継
続
し
て
”
足
元
の
文
化
財
“
を
地
域
住
民
と
と
も
に
探
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
と
は
い
え
、
「
土
木
文
化
財
」
と
い
う
”
新
し
い
〃
文
化
財
を
実
際
に
ど
の
よ
う
な
方
法
で
保
存
・
活
用
し
て
い
け
ば
よ
い
の
か
、
筆
者
自
身
明
確
な
答
え
を
も
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
大
型
で
移
築
困
難
な
も
の
が
多
い
土
木
構
造
物
の
場
合
、
材
質
や
機
能
に
応
じ
た
修
復
・
保
存
処
理
や
定
期
点
検
な
ど
の
維
持
管
理
は
、
博
物
館
単
独
で
行
え
る
も
の
で
は
な
く
、
修
復
保
存
の
技
術
者
あ
り
、
地
域
文
化
財
を
掘
り
起
こ
し
、
地
域
の
歴
史
を
見
な
お
す
活
動
を
と
お
し
て
、
文
化
財
の
保
存
・
活
用
の
よ
り
良
い
あ
り
方
を
地
域
住
民
と
と
も
に
探
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
お
わ
り
に
九
一
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や
土
木
・
建
設
業
界
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。
特
に
現
用
施
設
は
保
存
の
面
で
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
が
生
じ
る
た
め
、
管
理
者
の
理
解
と
協
力
を
得
る
に
は
大
き
な
困
難
が
伴
う
。
従
来
の
文
化
財
以
上
に
「土木文化財」を保存・活用するには乗り越えなければな
ら
な
い
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
や
障
害
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
が
一
つ
の
き
っ
か
け
と
な
り
、
「
土
木
文
化
財
」
の
保
存
・
活
用
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
幅
広
い
議
論
が
展
開
さ
れ
、
各
地
域
で
さ
ま
ざ
ま
な
試
み
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
開
始
か
ら
一
○
年
近
く
が
経
過
し
た
「
近
代
化
遺
産
」
調
査
は
、
定
義
や
分
類
法
が
確
立
さ
れ
な
い
ま
ま
言
葉
だ
け
が
先
行
し
て
い
る
感
が
あ
る
。
全
国
調
査
に
よ
っ
て
近
代
資
料
の
所
在
が
把
握
さ
れ
、
「
文
化
財
」
と
し
て
保
存
・
活
用
さ
れ
る
道
が
開
か
れ
た
こ
と
の
意
義
は
大
き
い
が
、
一
方
で
文
化
財
の
評
価
・
選
別
が
文
化
財
の
格
付
け
（
差
別
化
）
に
つ
な
が
る
危
険
性
や
、
「
近
代
化
」
の
評
価
が
進
歩
的
・
発
展
的
な
面
に
重
き
が
お
か
れ
、
環
境
破
壊
や
社
会
問
題
、
戦
争
な
ど
の
「
負
の
遺
産
」
が
抜
け
落
ち
て
し
ま
っ
て
い
る
問
題
点
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
産
業
・
土
木
な
ど
の
「
近
代
化
遺
産
」
は
、
地
域
社
会
や
住
民
の
生
活
に
密
接
な
関
係
を
も
つ
存
在
で
あ
る
。
地
域
に
お
け
る
「
近
代
化
遺
産
」
の
存
在
意
義
と
そ
の
役
割
を
、
功
罪
あ
わ
せ
て
歴
史
的
に
評
価
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
そ
こ
に
地
域
史
研
究
の
必
要
性
が
あ
る
と
考
え
る
。
法
政
史
学
第
五
十
一
汽
汀
註
（
１
）
新
谷
洋
二
他
『
近
代
土
木
遺
産
の
全
国
調
査
な
ら
び
に
歴
史
的
構
造
物
の
体
系
化
と
評
価
』
（
平
成
七
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
報
告
書
）
’
九
九
七
年
。
平
成
五
～
七
年
度
に
土
木
史
研
究
委
員
会
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
全
国
調
査
を
も
と
に
、
’
八
六
八
年
か
ら
一
九
四
五
年
ま
で
に
建
造
さ
れ
た
土
木
構
造
物
八
七
一
八
件
に
つ
い
て
評
価
を
行
なっているｏ
（
２
）
伊
東
孝
『
東
京
再
発
見
ｌ
土
木
遺
産
は
語
る
』
岩
波
書
店
、
’
九
九
三
年
。
土
木
学
会
『
人
は
何
を
築
い
て
き
た
か
ｌ
日
本
土
木
史
探
訪
』
山
海
堂
、
一
九
九
五
年
。
東
京
下
水
道
史
探
訪
会
『
江
戸
・
東
京
の
下
水
道
の
は
な
し
』
技
報
堂
出
版
、
一
九
九
五
年
。
日
本
の
宝
・
鹿
児
島
の
石
橋
を
考
え
る
全
国
連
絡
会
議
『
歴
史
的
文
化
遺
産
が
生
き
る
ま
ち
』
東
京
堂
出
版
、
’
九
九
五
年
。
文
化
庁
歴
史
的
建
造
物
調
査
研
究
会
『
建
物
の
見
方
．
し
ら
べ
方
ｌ
近
代
土
木
遺
産
の
保
存
と
活
用
」
ぎ
よ
う
せ
い
、
’
九
九
八
年
。
為
国
孝
敏
『
身
近
な
土
木
の
歴
史
Ｉ
文
化
の
演
出
者
た
ち
』
東
洋
書
店
、
’
九
九
九
年
な
ど
。
（
３
）
『
群
馬
県
近
代
化
遺
産
総
合
調
査
報
告
書
』
群
馬
県
教
育
委
員
会
、
一
九
九
二
年
。
『
広
島
県
の
近
代
化
遺
産
ｌ
広
島
県
近
代
化
遺
産
（建造物等）総合調査報告書』広島県教育委員会、一九九八
年
な
ど
。
’
九
九
八
年
度
ま
で
に
二
○
道
県
が
調
査
を
行
な
っ
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
が
群
馬
県
の
分
類
法
を
参
考
に
し
て
い
る
。
（
４
）
奥
村
弘
「
被
災
史
料
が
語
る
地
域
の
近
代
」
『
地
域
史
研
究
』
八
三
号
、
尼
崎
市
立
地
域
研
究
史
料
館
、
一
九
九
九
年
二
月
参
照
。
（
５
）
近
代
遺
跡
の
調
査
・
保
存
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
橋
口
定
志
氏
に
九
一
一
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（
皿
）
同
右
書
、
一
○
七
～
’
○
頁
。
（
ｕ
）
か
つ
て
製
鉄
や
鉱
業
等
で
栄
え
た
地
域
で
は
、
工
場
や
産
業
遺
跡
を
ま
ち
お
こ
し
に
生
か
す
「
産
業
観
光
」
の
取
り
組
み
が
盛
ん
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
多
く
は
イ
ベ
ン
ト
や
テ
ー
マ
パ
ー
ク
等
の
集
客
施
設
と
あ
わ
せ
て
産
業
遺
産
を
「
観
光
施
設
化
」
す
る
こ
と
が
目
的
と
な
っ
て
い
る
。
朝
日
新
聞
一
九
九
八
年
七
月
一
四
日
付
記
事
。
日
本
産
業
遺
産
研
究
会
・
文
化
庁
歴
史
的
建
造
物
調
査
研
究
会
『
建
物
の
見
方
．
し
ら
べ
方
ｌ
近
代
産
業
遺
産
』
ぎ
よ
う
せ
い
、
’
九
九
八
年
。
加
藤
康
子
『
産
業
遺
産
』
日
本
経
済
新
聞
社
、
’
九
九
九
年
参
照
。
（
８
）
村
松
貞
次
郎
「
近
代
化
遺
産
総
合
調
査
に
つ
い
て
」
『
群
馬
県
近
代
化
遺
産
総
合
調
査
報
告
書
』
八
～
九
頁
。
（
９
）
『
建
物
の
見
方
．
し
ら
べ
方
ｌ
近
代
土
木
遺
産
の
保
存
と
活
用
』
（
７
）
『
建
物
の
見
方
。
し
ら
べ
方
ｌ
近
代
土
木
遺
産
の
保
存
と
活
用
』
多
く
の
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
。
な
お
、
文
化
庁
の
「
近
代
の
文
化
遺
産
の
保
存
と
活
用
に
関
す
る
調
査
研
究
協
力
者
会
議
」
は
、
記
念
物
分
科
会
報
告
（
一
九
九
五
年
一
月
二
○
日
）
の
な
か
で
、
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
頃
ま
で
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
重
要
な
遺
跡
を
史
跡
指
定
の
対
象
と
す
べ
き
で
あ
る
と
提
言
し
て
お
り
、
今
後
近
代
の
遺
跡
の
調
査
・
保
存
が
本
格
化
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
（
６
）
『
東
京
再
発
見
』
二
一
二
～
’
一
一
頁
。
文
化
庁
文
化
財
保
護
部
「
近
代
の
文
化
遺
産
の
保
存
と
活
用
に
つ
い
て
（
報
告
ご
『
月
刊
文
化
財
』
近
代
「
土
木
文
化
財
」
と
地
域
史
研
究
（
椎
山
）
’九九七年二月号。
一○～三頁。
三～一四頁、’
（
皿
）
金
子
六
郎
「
産
業
遺
産
の
保
存
の
現
状
と
課
題
」
『
歴
史
評
論
』
四
九
五
号
、
’
九
九
一
年
七
月
。
九
＝￣
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